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Environmental conditions of egg deposition sites of endangered wild medaka, Oryzias latipes, 
were investigated in a pond on the Nara Campus of Kindai University and in the Nogawa River in 
Tokyo in order to obtain basic information for conservation of wild medaka. Eggs were deposited on 
the roots of land plants that extended into the water, green algae, and aquatic moss as substrates. 
Deposited eggs were observed in shallow water areas at the depth of 1 to 5 cm.
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1 　はじめに

一般に「メダカ」と呼ばれているメダカ種群（Oryzias 
latipes species complex）はダツ目メダカ科のアジアに生
息する小型の淡水魚で，日本ではミナミメダカOryzias 
latipes とキタノメダカOryzias sakaizumii の 2 種が池，川
などに生息する 1)．近年，日本の野生メダカは，その個
体数が減少し，2015 年の環境省のレッドリストにおいて
2 種ともに絶滅危惧種Ⅱ類（VU）に掲載されている 2)．
またそれに伴い野生メダカの保全活動が行われるように
なってきた 3-5)．メダカの保全活動を行うにはその生活史
の把握が重要であるが，本種の生活史は十分には明らか
となっていない 6,7)．その中でも繁殖活動は子孫を残す重
要な過程であるが，野生メダカの繁殖生態については特
に知見が不足している．このような状況のもと，我々は

野生メダカの保全のために必要な基礎的知見を得ること
を目的として，ミナミメダカの繁殖生態についての研究
を進めている．

これまでに 2 か所の人工の屋外池（神戸女学院大学キ
ャンパス内万葉池およびアクアマリンふくしまビオトー
プ内水域）で自然繁殖しているミナミメダカの繁殖行動
を観察した 8, 9)．その結果，雌雄の個体による「産卵行動（放
卵・放精）」後，雌は腹部に受精卵を保持し，その後雌は
単独で水草，コケ植物，陸上植物の根などの基質に卵の

「産み付け行動」を行うことが明らかとなった．また雌は
流れが緩やかな場所で，浅い水深にある基質に卵の産み
付けを行っていた．一方，野外での観察に加え，基質の
有無の産み付け行動への影響，種々の素材の基質として
の好適性を調べる行動実験をヒメダカ（ミナミメダカに
由来する人工品種）と野生ミナミメダカを用いて行った
ところ，水草，コケ植物などの適切な素材が基質として
存在しないと，本種は正常な産み付け行動ができないこ
とが明らかとなった 10)． 

本研究ではこれまでの 2 か所の人工池における行動観
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察に加え 8, 9)，屋外のため池 1 か所および天然の河川 1 か
所において，ミナミメダカの受精卵を採集し，卵の産み
付けのための環境条件、特に基質および水深の選好性に
ついて調査を行った．

２　材料と方法

２・１　調査地
本研究では，近畿大学奈良キャンパス内のため池（希

少魚ビオトープ）（図 1A）および東京都の天然河川の野
川（図 1B）でミナミメダカOryzias latipes の卵の産み付
け状況の調査を行った．

近畿大学の希少魚ビオトープは，周囲約 50 m，中央
部の水深が約 50 cm のため池である 11)．この池に野生の
ミナミメダカが放流され，毎年自然繁殖が行われている．
放流年の記録はないが，2003 年の時点で自然繁殖が確
認されている．この池のミナミメダカについては遺伝子
解析がなされていて，Takehana et al. 12) によるマイトタイ
プの分類では B1a タイプの関西在来型からなる個体群で
あることが確認されている（北川未発表データ）．ミナミ
メダカの他には，ニッポンバラタナゴRhodeus ocellatus 
kurumeus，シマヒレヨシノボリRhinogobius sp. BF が生息
する．調査は 2016 年 8 月 23 日および 2017 年 7 月 19
日に行った．

野川は国分寺市に水源があり，世田谷区で多摩川に合
流する全長 20.2 km の河川である 13)．多様な生態系を有
し，多くの種類の動植物が生息し，ミナミメダカも生息
している 14)．野川のミナミメダカは，他地域やヒメダカ
由来の遺伝子型を含むものの，Takehana et al. 12) および入

口ら 15) によるマイトタイプの分類では B11, B34, B36 お
よび B1a–II タイプの関東在来型からなる個体群であるこ
とが確認されている 16)．調査は泉橋と御狩野橋（三鷹市）
の間の区域で 2016 年 8 月 5，10，16 日および 2017 年
6 月 19，22 日，7 月 2，14 日，8 月 22，23，25 日 に
行った．調査区域の川幅は 4 〜 6 m，川の中央部の水深
は 25 〜 40 cm であった．

２・２　調査方法
卵の産み付け状況の調査は，調査者が池あるいは川に

入り，岸および中央部に生育する植物を調査の対象とし
た．水中にある植物を取り上げ，目視，触感で卵の付着
の有無を観察した．直径約 1.2 mm の付着卵がみつかっ
た場合は，植物をいったんもとの位置に戻し，卵が産み
付けられていた場所の水深を定規で測定した．2017 年の
野川の調査では，コンクリートブロックの表面およびブ
ロックに付着する植物についても調査の対象とした．採
取した卵は研究室に持ち帰り，実体顕微鏡下で観察を行
った．メダカ種群に特有の卵表面の付着毛が見られた場
合，その卵をミナミメダカの受精卵と判別した 17)．

基質となっている植物の種の同定は，その場で行った
もの，研究室に持ち帰って行ったもの，未同定のものに
分けられる．希少魚ビオトープの陸上植物の種の同定は
近畿大学早坂大亮氏に依頼した．野川の陸上植物につい
ては国際基督教大学上遠岳彦氏，多田多恵子氏に依頼し
た．野川のコケ植物については国立科学博物館の樋口正
信氏に依頼した．アオミドロSpirogyra sp. については実
体顕微鏡での観察によりらせん型の葉緑体が見られたこ
とから，アオミドロと同定した（植物の生態図鑑）18)．

図 1　希少魚ビオトープ（A）および野川（B）．
　A: 近畿大学キャンパス内のため池，希少魚ビオトープには野生ミナミメダカが放流され，自然繁殖している．B: 野川は東京都の
国分寺市から世田谷区を流れる天然河川．写真は泉橋付近（三鷹市）．野生のミナミメダカが生息している．
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ガマTypha latifolia の種の同定は「フィールド版日本の野
生植物　草本」19) に基づいた．

野川で卵が確認された地点のうち，数地点で水温と流
速を測定した．流速は電磁流速計（VE–10, ケネック，東京）
で測定した．また卵の確認地点とその対岸を結んだ線上
で，かつ川の中央部に当たる地点の水底から 50％の水深
における流速を測定した 9）．なお近畿大学希少魚ビオト
ープには流入水路はなく，水源は池底からの湧水である
ため，池の水流はほとんどなかった．卵の確認された地
点のうち，1 地点で水温を測定した．

３　結果

３・１　近畿大学希少魚ビオトープ
2016 年は合計 78 粒，2017 年は合計 43 粒の付着卵

が採取された（表 1）．実体顕微鏡下での観察の結果，す
べてがミナミメダカ受精卵と判定され，様々な発生段階
のものがみられた．

2016 年の産み付け基質と卵数の内訳は，池の岸に生
育する陸上植物の根が水中に入り込んだものに 31 粒（図
2A–D），池の中央部に人工的に打ち込まれた木製の杭の
表面に付着したアオミドロに 47 粒（図 3A, B）であった．
なお数種の陸上植物の根に産み付けがみとめられたが，
種の同定ができたものはイヌタデPersicaria longiseta（図
3B）とツユクサCommelina communis であった．また池
の中央部の水中に漂う状態のアオミドロには卵は確認さ
れなかった．卵の付着が確認された水深は 1 〜 5 cm で，
水深 1 cm に最も多くの卵がみられた（表 1）．池の水温
は 29.0℃であった．

2017 年における産み付け基質と卵数の内訳は，池
の岸に生育する陸上植物の根が水中に入り込んだもの
に 40 粒，陸上植物の根に付着したアオミドロに 3 粒で
あった．2017 年は杭の表面に付着したアオミドロに卵

は確認されなかった．また水中に漂う状態のアオミドロ
にも卵は確認されなかった．なお根に卵の産み付けがみ
とめられた陸上植物についてはすべての種で同定がな
され，それらはツユクサ，ケネザサPleioblastus fortunei 
forma pubescens（図 3C），アメリカセンダングサBidens 
frondosa（図 3D）およびヤマヤナギSalix sieboldiana であ
った．2017 年は，岸にイヌタデの生育は認められたが水
中に根を伸ばしている株はみられなかった．卵の付着が
確認された水深は 1 〜 5 cm で，水深 1 cm に最も多くの
卵がみられた（表 1）．池の水温は 29.3℃であった．

３・２　野川
2016 年は合計 21 粒，2017 年は合計 32 粒の付着卵

が採取された（表 1）．実体顕微鏡下での観察の結果，す
べてがミナミメダカ受精卵と判定され，様々な発生段階
のものがみられた．

2016 年における産み付けの基質はすべて池の岸に生
育する数種の陸上植物の根であり，種の同定ができたも
のはミゾソバPolygonum thunbergii　だけであった（図
4A, B）．また川の中央部に漂う状態のアオミドロ，河川内
に生育するガマの茎に卵は確認されなかった．卵の付着
が確認された水深は 1 cm と 3 cm であった（表 1）．

卵の確認された地点の水温は，27.0 〜 30.0℃（8 月，
最低〜最高 , n=3）であった．卵の確認された地点の流速
はすべて 1.0 cm/ 秒以下（n=3）であった．川の中央部の
流速は，4.2，3.8 cm/ 秒（n=2）であった．

2017 年における産み付け基質と卵数の内訳は，岸に
生育する陸上植物の根に 12 粒，岸のコンクリートブロ
ックに付着するアオミドロに 16 粒，岸のコンクリート
ブロックに付着するフクロハイゴケVesicularia ferriei に 4
粒であった ( 図 5A–D)．なお数種の陸上植物の根に産み
付けがみとめられたが，種の同定ができたものはミゾソ
バとオオカワヂシャVeronica anagallis-aquatica であった．

表１　産み付けの基質および水深ごとのミナミメダカ受精卵の卵数とその割合．

ため池（近畿大学希少魚ビオトープ） 自然河川（野川）
2016 2017 2016 2017

水深
（cm）

陸上植物の根 アオミドロ 陸上植物の根 アオミドロ 陸上植物の根 陸上植物の根 アオミドロ フクロハイゴケ

1.0 24 (30.8) 25 (32.1) 35 (81.4) 3 (7.0) 15 (71.4) 7 (21.9) 2 (6.2) 2 (6.2)
2.0 7 (9.0) 16 (20.5) 4 (9.3) 4 (12.5) 14 (42.9)
3.0 5 (6.4) 6 (28.6) 1 (3.1) 1 (3.1)
4.0 1 (3.1)
5.0 1 (1.2) 1 (2.3)

小計 31 47 40 3 21 12 16 4
合計 78 (100) 43 (100) 21 (100) 32 (100)

 数字は卵数，括弧内は割合（％）.
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図 2　希少魚ビオトープの岸に生育する植物（A）および根に産み付けられたミナミメダカの受精卵（B-D）．
A: 希少魚ビオトープの岸には種々の植物が生育し，根を池の水中に伸ばしている．B: イヌタデの根に付着した受精卵．C: ケネザ

サの根に付着した受精卵．D: アメリカセンダングサの根に付着した受精卵．矢印は受精卵の付着を示す．ミナミメダカの受精卵の
直径は約 1.2 mm．

図 3　希少魚ビオトープ内に打ち込まれた木製の杭（A）と杭の表面に生育するアオミドロに産み付けられたミナミメダカの受精卵
（B）．矢印は受精卵の付着を示す．
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図 4　野川の岸に生育するミゾソバ（A）と根に産み付けられたミナミメダカの受精卵（B）．
 A: 岸に生育するミゾソバが水中に根を伸ばしている（矢印）．B: ミゾソバの根に付着した受精卵（矢印）．

図 5　野川の岸のコンクリートブロック（A,C）およびアオミドロ（B），フクロハイゴケ（D）に産み付けられたミナミメダカの受精卵．
　A: 岸のコンクリートブロック．側面にアオミドロが生育している．写真の中の物差しの長さは 1 m．B: アオミドロに付着した受
精卵（矢印）．C: コンクリートブロックの側面に生育するフクロハイゴケ（矢印）．D: フクロハイゴケに付着した受精卵（矢印）．



自然環境科学研究　Vol.31 (2018)6

また川の中央部に漂う状態のアオミドロ，河川内に生育
するガマの茎に卵は確認されなかった．アオミドロ，フ
クロハイゴケに覆われていないコンクリートブロックの
表面には卵は確認されなかった．卵の付着が確認された
水深は 1 〜 4 cm で，水深 1 cm と 2 cm に多くの卵がみ
られた（表 1）． 

卵の確認された地点の水温は 23.4 〜 28.2℃（6 月，
最低〜最高，n=7），23.3 〜 34.6℃（7 月，最低〜最高，
n=3），23.3 〜 28.2℃（8 月，最低〜最高，n=8）であった．
卵の確認された地点の流速はすべて 1.0 cm/ 秒以下（n=6）
であった．川の中央部の流速は，2.5 〜 5.6 cm/ 秒（最小
〜最大，n=6）であった．

４　考察

これまでに我々は 2 か所の人工池において自然繁殖す
るミナミメダカの繁殖生態ついて調べたが 8, 9)，これらの
知見がその地域の個体群に特異的な性質によるものか，
その地域の環境によって規定された結果によるものか明
らかではなく，他地域のミナミメダカの生態と比較・検
討することが必要である．本研究では，あらたにため池
１か所および天然河川１か所において本種の卵の産み付
け環境の調査を行った．その結果，これまでの調査結果
と同様，ミナミメダカは流れの緩い水域の浅瀬において，
陸上植物の根，コケ植物あるいはアオミドロを基質とし
て卵を産み付けていた．また様々な発生段階の卵がみら
れたことから，卵の植物への付着は偶然によるものでは
なく，雌が繰り返し卵の産み付け行動を行った結果と考
えられる．これらの結果から，雌のミナミメダカがこの
ような環境条件を好んで卵を産み付けるのは，本種に共
通の繁殖特性であると考えられる． 

今回の調査結果では，産み付け基質については前回の
調査結果同様，水中に伸びた陸上植物の根 8），アオミド
ロ 9）およびコケ植物 8）などの多様な植物種がみられ，ミ
ナミメダカが特定の植物種を産み付け基質として選好す
るものではないことが明らかとなった．これらの植物の
基質としての共通性として，繊維状の構造をもち，ある
程度の硬さ，安定性があるということが考えられる．野
川にはガマが繁茂していたが，その茎は棒状で卵の付着
はみられず，ガマはミナミメダカの産み付け基質として
は不適切であると考えられる．アオミドロについては，杭，
コンクリートブロックあるいは植物の根に付着した場合
は基質となりうるが，水中に漂う場合は繊維状の構造で
あっても安定性を欠くために基質となりえないと考えら
れる．実際，ヒメダカを用いた産み付け行動実験におい
て，水槽内に固定された水草には産み付けがなされるが，

同じ種の水草であっても水面に漂う状態にすると産み付
けができなくなることが示されている 10)．これらの結果
はミナミメダカの産み付け基質の安定性が重要であるこ
とを示している．

コンクリートは産み付け基質として活用されないこと
がヒメダカでの実験から示されているが 10)，今回の調査
結果からもコンクリートブロックの表面に卵は確認され
ず，コンクリートがミナミメダカの産み付け基質として
は不適切な素材であることが示された．しかしコンクリ
ートブロックの表面がアオミドロあるいはコケ植物とい
った繊維性の構造をもつ植物に覆われるとブロックが産
み付け基質の一部としてとして活用されることが明らか
となった．実際，今回の調査中に腹部に受精卵を保持す
る雌のミナミメダカがブロックの表面のアオミドロに卵
を産み付ける行動が 1 例観察された（小林，未発表デー
タ）． 

ヒメダカを用いた実験では，雌が浅い水深を好んで卵
を産み付けることが示されている 20)．本研究で得られた
結果においても，卵の産み付けの水深は，希少魚ビオト
ープ，野川ともにその環境の水深によらず 5 cm より浅い
ところであり，これまでの他の池での調査結果とほぼ同
様であった 8, 9)． 

野川における卵の産み付け地点の流速は，1 cm/ 秒以
下と川の中央部の流速より弱く，これまでの調査結果 9)

と同様，ミナミメダカの卵は岸の流速の弱い水域に産み
付けられ，流速の速い中央部には卵は産み付けられてい
ない．その理由として，中央部には安定性のある適切な
産み付け基質がないという環境要因とともに，孵化した
仔魚が流されてしまう速い水流環境を忌避する親魚自身
の選択性といった要因が考えられる． 

これまでに得られたミナミメダカの繁殖生態の調査結
果から，ミナミメダカの保全には，岸の浅瀬の低流速部
位に繊維状の構造をもつ産み付け基質が存在することが
必要であると考えられる．特に今回，天然の河川で野生
ミナミメダカの繁殖環境に関する調査結果が得られたこ
とは意義深いと考えられる．実際の河川，池の岸の改修
にあたってはこのような知見が活用され，野生メダカの
保全がより効果的に行われることが期待される． 
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